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このワークショップは、綿貫豊氏をはじめとする日本海鳥グループの有志と日本環境災害情報センターにより

計画、実施されました．また渥美半島赤羽根で活動する地域の方々 には、多くの力を貸していただきました．

ここに深くお礼申し上げます．

βﾉｦk環境災割翰『センター

cﾉZIDIU;cﾉ閏PaZIEm征mZZme亙麺IDZgaSZ己rjiZZbZmatわロCbnZErとは?

1997年のナホトカ号ならびにダイアモンドグレース号による油事故をきっかけに集まった団体がＯＢIＣ（油

汚染海鳥被害委員会)，東京湾油災害ネットワークの活動を継承し，JEDIC設立準備会を経て２０００年に発足

したネットワーク型のＮＧＯ，２００６年２月に長崎県対馬の油汚染鳥漂着の際には海岸調査を実施するなど，緊

急時には関係諸機関と連携し，生態系，野生生物を守るために活動している．平時には定例学習会や緊急報告

会の開催，ボランティアトレーニング等の知識の普及，関連資料・データの収集を行い，さらに関連団体との

ネットワークを広めている．自然保謹団体や環境保護団体，海事関連団体など幅広い分野の会員より構成され

ている．
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JEDIC事務局からの冒頭挨拶

本日は皆様遠くからお越し頂きありがとうございました．今回のワークショップは

新妻先生をはじめ日本海鳥グループのメンバーとご一緒に計画を進めさせていただき,今日

実現へと結びつきました．そして幸運にもアラスカよりトーマスさんをお呼びする事がで

きましたことを感謝いたします．

さてJEDICではナホトカ号油流出事故以降,被害にあった生態系を元に戻すための保障

問題に関して取り組んできました．油濁補償基金というものがございますが,国内で起きた

油事故による生態系の回復費用に関する保障は現時点ではまだ実現されておりません．

既存の生態系に関する情報が少ないために,油による被害額を科学的根拠に基づき算定され

にくいという現実があります．

昨年度よりここ渥美半島の赤羽根海岸で海鳥の漂着死体の調査を地元の方々が主導で行

っています．昨年アメリカよりこの筋の専門家であるグレン・フォード氏を招き,海岸調査

の手法を学びました．この手法を使って地域の小学校を巻き込んで環境学習という形をと

りながら継続的に進められる方法を探っています．

このワークショップで洋上センサスの調査方法やスキルを学んでいただき,今後の調査な

どに役立ててくだされば幸いです．

海鳥の調査とは トム･バンペルト氏

おはようございます．今日これたことを大変感謝します５そしてとても興奮もしています．

新妻さんとJEDICの皆さんに感謝しています.私の名前はトム・バンペルトで,アラスカの

アンカレッジ出身です．１５年間海鳥の調査を経験しています．１５年間政府の仕事をしてい

て,現在は自分の会社を経営しています．私は皆さんが海鳥の調査をやっているということ

でとても感激しています．アメリカの西海岸でもこの様なプログラムはあまり普及してい

ないので,とても良い事だと思っていますも海洋生態学を学ぶ上でも海鳥の調査はとても重

要です．今までに海鳥調査を経験されたことは手を上げてくださいませんか？ほとんどで

すね．とてもすばらしい．初めは,写真を見ることからはじめたいと思います．

．この写真はアラスカのものです．洋上での海鳥調査の方法は,かなり多くの種類があるよ

うです．

・これはもう少し小さいボートです．ロシアのオホーツク海での調査です．

。この日はとても天気が良かったのですが…．

。この日はとても寒くて,濡れてしまいました．

．この写真はサンフランシスコ沿岸の調査の様子です．

・こちらはオホーツク海での調査の様子です．

．この鳥はアホウドリです．偶にこの様な大型の鳥も見られます．

・フルマカモメです．



・ハイイロウミツバメです．この様な小さくて灰色の鳥は海ではなかなか見つけるのが難

しいです．

・単体でいることもあるし…。

。群れでいるときもあり,数えるのも大変です．

・裸眼で見るのは難しいので双眼鏡を使います．

・カルフォルニアではトビウオが見られます．海鳥調査をやっていると,この様な魚が飛ん

でいるような場面にも遭遇します．

・海鳥ではありませんが,海洋生態系の中でこの様な猛禽類も見られます．

・ウミではこの様なステキな写真も撮れます．シノリガモです．

・これはロシアのヤムスク半島です．５百万羽もの海鳥のコロニーがある重要な場所です．

・カモの一種です．

・フルマカモメです．とても美しい鳥です．

・アラスカのシンボル,エトピリカです．

・これは,私が研究している鳥の一種,コバシウミスズメです．

・カルフォルニアペリカンです．

。もっと驚いたことに……。。

・サメです．カルフォルニアの海はとても清んでいます．

・sealionアシカです．

。このイルカは下のひれがありません．

・マンボウです．

・カルフォルニアアシカです．

・カルフォルニアでもクジラが見られます．

・ゾウアザラシの赤ちゃんです．

・これから,私が調査した事例の紹介です．ここがアンカレッジ．ココにポイントされてい

るところが私の調査地です．有名な国立公園でフィヨルドになっています．とても興味深

い場所で,ひと夏ここで海鳥の調査をしました．

．異なる種それぞれのハビタットを地図に落としています．これはワシカモメの生息地図

です．

・これはミツユビカモメです．ワシカモメは広範囲で見られますが,ミツユビカモメは決ま

った場所で見られる事が多いです．

・先にポイントを示したものはウミガラスの生息地です．大きい群れで発見しました．

・ウミバトです．崖に巣があります．

・これは先ほども紹介した私が研究している鳥,コバシウミスズメです．フィヨルドで発見

される事が多く,珍しい鳥です．

・マダラウミスズメの生息地図です.湾内で大変沢山,違った環境でも広く生息しています．

赤い線と緑の線は私がトランゼクト調査したラインです．この様な調査地点を決めておく

２
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と,違った環境で鳥が確認でき,一年後に何が見られるのかというのが分かりやすいのです．

調査地を決め繰り返し調査することで,正確なデータも出てきますし,種類の出現や衰退な

ども分かりやすいのです．

・これは報告書になります．

・こちらは複雑なので今回はこの様なことはしません．私たちは生息地をタイプ分けして

色分けしました．この様な調査は複雑ですので次段階の調査方法になります．

（以上のパワーポイント資料は編集の都合上，割愛しています.）

１．このストリップトランセクトという方法が基本的な調査の方法です.100年前から

船を使った海鳥の調査をしていますが,手書きで書いていたり,調査方法がばらばらだっ

たりしています．２０～３０年ぐらい前からこのストリップトランセクトという方法が使

われ始めました．一貫性や正確性があり,反復でき比較できます．これは例ですが,200

メートルに調査範囲を決めます．●はカウントする烏です．○はカウントしない鳥です．

基本的な考え方はとても簡単なのですが,問題点もあります．何か質問があれば手を上

げて質問してください．

2．この枠の中で鳥を数える事が重要です．この縦の線を正確に測る事が大事です．正確に

測れないと本来入れるべきでない○の鳥までカウントすることになり,正確なデータが

取れません．

3．二つ目の問題は見落としてしまった鳥を確認する必要があるということです．△は船で

す.自分のそばの鳥は見落とす確率は低いのですが,距離が離れてくるにつれて確認でき

る鳥は少なくなってきます．どんなに調査する方が優秀でも距離が離れると必ず見落と

します.距離が離れれば離れるほど見落としの数は多くなります.調査が終わった後に，

科学者達がこの様なグラフを作ります．今からグラフの説明をします．距離が伸びれば

伸びるほど確認できる鳥が少なくなってきていることをグラフは示しています．実際に

は鳥の数はまっすぐになっているはずですから,この差のギャップを縮めていく努力し

ているということです．そのためにもゾーンを三つに分け観察しています．この二つの

問題,一つは幅が必ず同じであること,二つ目としてゾーンを三つに句切り鳥を正確に見

ることです．これからこの問題を解決するために後でスティックを使った方法を紹介し

たいと思います．

4．今までの話は水面にいる鳥の話ですが,三つ目の問題として飛んでいる鳥をどうするか

をお話します.船での調査は前進しながら調査しますが,この方法だと水面にいる鳥は問

題はないのですが,飛んでいる鳥はどのようにしたら良いでしょう．△は飛んでいる鳥を

表しています.鳥は止まらないで飛んでいるので,こちらで定めたゾーンを無視して飛ん

でいます.飛んでいる鳥をそのまま全部数えていたら,移動してくる烏を数えてしまうこ

とになり,本来の鳥のハビタットを測る調査にはなりません.それをコントロールする事

が重要です．



５．これからご紹介するのは,スナップショットメソッドと呼ばれる方法です．船が動く中，

衛星写真で取るように,その一場面の烏をカウントします.これにより行ったりきたりし

て飛んでいる鳥を二重カウントするのを防ぎます．私たちは人間ですから飛べないです

し,衛星写真も取れませんので．この囲まれているストリップ（長方形の一区画）が鳥を

カウントする範囲です．その中の鳥を定期的に撮影の様にカウントしていきます．１０

分間にどのようにスナップショットメソッドを使いカウントするかをご紹介します.．こ

の方法は飛んでいる鳥だけに適用します.海上に浮いている鳥の調査とは別だと考えて

ください．▲はカウントする飛んでいる鳥です．△はカウントしない飛んでいる鳥です．

初めのスタート（０分）で,決めた枠の中で見た鳥をすぐにカウントします．このストリ

ップに入っているものは２羽ですので,この２羽をカウントします.このストリップに入

ってきたり,出て行ったり,船を追いかけている鳥はカウントしません．１分後進行方向

に向かって動いていますが,鳥が入ってきたとしてもうカウントしません.２分後にスナ

ップショットで四角の中の鳥をカウントします．

質問：枠の長さを決めるのは時間で決めるのか,それとも距離で決めるのでしょうか？

答え：良い質問です．両方です．距離はスピードによって決めます．必ずこの四角の角の方

で調査を行います．もしスピードが速すぎるとスナップショットの回数が多くなります．

次のスライドでもっと詳しく説明します．

４分目のスナップショットとのカウントです．１羽をカウントします．このとき２分目の

スナップショットのときにカウントしたものが戻ってきていたとしたら,この時にはカウン

トはしません．ここに船についてくる鳥が４分,６分にありますが,８分後にこの四角に入っ

てきたとしてもカウントしません．船についてくるという行動であり,実際の鳥の自然な行

動とはいえないからです．

質問：船についてくるのか,自然な行動なのかの見極めは？

答え：非常に明確ではないということです．良く見て感じ取ってください．大体の場合は
調査していれば分かるはずです．

ストリップに入ってくる鳥はこの図の様に多いのですが,実際にスナップショットでカウン

トできる鳥は少ないということです．飛んでいる鳥の調査はとても複雑なのです．・

質問：スナップシヨットで出来る船の速度,鳥の種数を教えてください．ガイドブックによる

と１５ノットが最高であるとありました．フェリーだと４５秒に１回スナップショットをや

らなければいけない場合があります．鳥の数や種数が多い場合は記録している場合に次の
エリアに入ってしまう場合があると思います．

答え：フェリーはスピードが速いのでスナップショットは難しいです．１０ノットぐらいのス

ピードが良いでしょう．どのくらい妥協するかが大事です．船のスピードによっては,この
四角を一つ飛ばしにやるのも効果的です．

６．次のスライドでもう少し詳しく説明します．この表は船のスピードとスナップショット

の回数を表しています．４ノットから２５ノットを表しています．何回カウントするかは

４



５

スピードと距離によって変わってきます．もし距離が３００メートルであれば,19-20ノッ

トで移動しているとき,１０分間で２０回のスナップショットを行う必要があります．これ

は多すぎます．こういうときは妥協する必要があります．実際何回するかをもう一度考

え直す必要があります．船の速度が速すぎる場合,５つの四角のうち２つの四角を削り３

回スナップショットを行います．この場合掛け算をして実際にどのくらい鳥がいるかを

計算する必要があります．

質問：計算によりスナップショットをしなかった四角の中の数を出して,トータル数にするの

でしょうか？

答え：データとしては実際にカウントした鳥だけをカウントすることを提案します．調査手

法を記録する他,天気やその他の状況を記録してこれをデータベースとします．科学者が後

から鳥の数を算出します．

質問：間引いて調査すると少ない個体数の鳥が定量的なデータの中から割愛されるリスクが

高まりますが,それをスナップショットで間引くと０になる恐れがあります．その場合は補

正できなくなると思うのですが．

回答：数が少ない烏,多い鳥というのは記録として書き出しておくのがポイントです．個体数

が少ない鳥も書き出しておきます．定期的に調査したときにはきちんとしたデータが出来

上がるはずです．例えば海生補乳類を見たときにはその様な記録も良いと思います．

新妻：補足的に説明します．１０分間に２０回のスナップショットは現実的には無理で,スナッ

プショットの数を減らすことになります．そうするとスナップショットの合間に１００羽ぐ

らいの群れが飛んできたり珍しい鳥が出てきてもカウントできなかったりする場合があり

ます．継続的にきちんとした方法で記録をきちんと残し,稀な事象を記録しておくことが大

切で,それで補正が出来るかもしれないということです．あくまでも調査船を使った調査方

法ですので,フェリーを使うと当然そういった問題が出てきます．スナップショットはこれ

までにして,距離の問題と,ゾーニングの話に移ります．距離を定めるために簡単な計算が必

要になります．

７．次にフェリーから海鳥までの距離を測定するために使う，スティック法を説明します。

８．各人ごとに体のサイズが違います．ですので各人ごとに道具をつくります．ここでは割

り箸を使います．また船の大きさも違うのでそれも関係してきます．これから方法を説

明して,実際に皆さんにそれを作っていただきます．

９．３つの大事な情報が必要になってきます．身長（着地面から目までの高さ），肩から親指

までの長さ,海面からの船の立っている位置までの高さです．

１０．まず水平線が見えていることです．霧などで水平線が見えないこともありますd

その場合は他の方法で補うことも出来ます．

１１．必要なものは,棒（割箸），巻尺,計算機,定規,ペンです．

１２．ｈというのは水面から観察者の目の高さになります．ｌは観察者の腕の長さです．

ｄｘは船からの距離（計りたい距離）になります．



以下が方程式になります．

Ｓ＝ｈ × ｌ ／ ｄ

ｌ３．今回はｄｌ=５０メートルｄ２＝100メートルｄ３=200メートルの３つの距離
が測りたい距離になります‘

１４．こちらが例になります．観察者の身長（床から目までの高さ）が１．５メートル,肩

から親指までの長さが０．６メートル海面からの距離が５メートルだとします．それをこ

の方程式に当てはめ計算してください．

１５．その計算値を割箸に記入していきます．

’
＝

皿

~PＷ

癖,』い､鰯鏡瞳識需と斜』鰯

k、

使い方で重要なのは目の位置と水平線を平行にするということです．マークをつけたとこ

ろを見ることで船からの距離が分かります．

質問：身長とあるのは目までの高さですよね．

答え：そうです．船のゆれによって微妙に高さが変わってしまいますが,この方法だと非常

に分かりやすいと思います．自分でも距離感はあると思いますが,この様な便利な道具を使

って訓練すると良いと思います．これからこの道具を作りたいと思います．

新妻：今日乗る船舶では,水面からの距離が０，５メートル,1,8メートルの二ケ所の調査場所
がありますので,それぞれの立ち位置にあった２つのステイックを作る必要があります．

どちらが０，５メートル,1,8メートルなのか,名前を記入して下さい．明日はフェリーを使い
ますので,また違うスティックを作ることになります．

価
L●
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この方法では,水平線を確認する必要がある
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・海鳥センサフ時のフェリーからの距離を測定するための
ステック法

各々の観察者は，身長と船ごとに唯一のステック
を作らなければならない．

水平線を確認できないときは，距離計が必要
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診
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・例)身長ﾕ.５メートル,肩から親指まで0.6メートル

海面から5ﾒートル

50,ユ00,200メートルの距離をはかる

1１
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棒
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巻き尺
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計算機
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定規
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棒にマークをつける

●Ｔｏｕｓｅ：Ｈ◎ｌｄｄＯｗｅｌＢｏｔｈａｔ上ｈｅｔｏｐｏｆ上ｈｅｄＯｗｅユュロ
１ｉ師ｅｄｕｐｗｉｔｈ上ｈｅｈｏＺｉｚ◎、（ａｒｍｆＵｌｌｙｅｘｔｅｎｄｃｄ）．Ｎ－
ｔｈｅＳｍａｒｋｇｕｗｉｌｌｎｈｏｗｙｏｕｗｈｅｒｅ５０ｏ１ＯＯ，ａｎｄ２００ｍ
ｄｍｔａｎｃｅｐａｒｅｏｎｔｎｅｗａ上⑥ｒＢｕｒｆａｃ＠．

図のように棒を持つ視繊の先を測りたし距鳳のマークあわせ.海面ゆ合
漣点が.測りたい露唾になる

1５

●Ｓ◎，using上herormuﾕａＢｐｈ☆ユ／ｄ，Ｅｏｒｏｕｒ
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下の方程式を使えば簡単に計算できる

。Ｓ1=(1.5+5)*(0.6/50）0.0780ｍ

･Ｓ２=(1.5+5)☆(0.6/100）0.0390ｍ

･Ｓ３=(1.5+5)☆(0.6/200）0.0195ｍ
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JEDIC事務局

今回のワークシヨップでは，海鳥の洋上調査の際に必要である距離感を養う訓練を行い

ました．この訓練に特別なものは必要ではありません．メジャー,計算機,ものさし,ペン,棒
（割箸）があれば,あとは幾つかの数値を当てはめれば実施する事ができます．調査者の宝

の一部の長さを予め計測をしておく必要があります．もちろん計測値は人によって異なっ

てきますので,自分のデータを計り下記の数式に当てはめます．自分で計るよりは他の
人に計ってもらった方が正確に測れます．

調査者の計測値として以下２つが必要です．

身長（床・地面などの着地面から目までの高さ）

肩（目の位置）からスティックを持つ指までの長さ

また船の情報として

海水面からの距離を測定します．調査する船で立つ場所の足元までの距離を測定する必

要があります．下記の方程式を使います．

棒を使った洋上の距離測定ついて

Ｓ
ｈ
ｌ
ｄ

ｈ×ｌ ／ ｄ

海水面から調査者までの距離（海水面から足元までの距離）

肩(目の位置)からスティックを持つ指までの長さ

計測したい海上の距離

例：調査者の床から目の高さが１．５メートル

肩(目の位置)からスティックを持つ指までが０．６メートル

海水面からの距離が５メートルだった場合

S１（1.5+5）×（0.6／50）0.0780ｍ

Ｓ２（1.5+5）×（0.6／100）0.0390ｍ

Ｓ３（1.5+5）×（0.6／200）0.0195ｍこの数値を割り箸に記します．

割り箸の上から７．８センチのところにＳ1,割り箸の上から３．９センチのところにＳ２

割り箸の上から１．９５センチのところにＳ３の線を入れます．

この割り箸はそのまま訓練に使えます．船に乗り水平線の位置を確認し,その位置を割り箸

の一番上のラインに合わせます．このとき,腕は水平に,割り箸は垂直に立てる事が必要です．

Ｓ１は船から５０メートルまでのゾーン

Ｓ２は５０メートルから１００メートルまでのゾーン

Ｓ３は１００メートルから２００メートルまでのゾーンとなります．

今回のワークショップでは民間船舶金原丸と伊勢湾フェリーを利用して距離感の
訓練を行いました．

１０



11

金原丸利用の調査水面から立ち位置までの距離０．５メートル

１．８メートル

フェリー利用の調査水面から立ち位置までの距離５．７メートル

これらを計算値に当てはめて,数値を割り箸に書き込みます．

左フェリーで利用したスティック

右金原丸で利用したスティック

船の立つ位置と水面との距離が短い場合は割り箸に示す

短くなり,フェリーの様な大きな船の場合はラインの儲

脆(ﾉﾉﾕつ似直と水凹との距離か短い場合は割り箸に示すＳ１Ｓ２Ｓ３のラインの長さが

短くなり,フェリーの様な大きな船の場合はラインの間隔が長くなります．

したがって実際に船が運航する中でゾーニングをする際には船の立つ位置と水面との距
離が近い場合,船の揺れも伴ってゾーン区分が難しくなるようです。

このように,身近な材料を使って距離感の訓練を行えるということは大変に画期的であ
■

ると感じています．
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洋上調査実習金原丸を利用してトム･バンペルト氏／新妻靖章
氏

13:００伊良湖港を出発

トム：皆さん,このスティックの使い方を理解していますか？よろしいでしょうか？

新妻:少々 揺れますが,積極的にこのスティックを使って50,100,200メートルの距離を測る

訓練をしてください．距離計を持っていますので,それで確かめていきたいと思います．手

前のセグロカモメは何メートルぐらいの位置でしょうか？

距離計によると６２メートルの位置です．皆さんいかがでしょうか？

トム：あの向こうに見える烏はどうですか？私はおおよそですが,８５メートルぐらいと見ま

した．もっと高い位置に立つとあの２００メートルぐらいの鳥はもつとクリアに見えてきま

'総職

磯咽
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灘
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圃自白Ｌ

蕊
鱗 １

１

鑑
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す．

新妻：あの烏を測ってみてくださいちょっと正確に測るのは難しいのですが,200メート

ルより近い位置に判断した人はどのくらいですか？200メートル以上の人…･距離計では測

れませんでしたが,200メートルより遠いと思います．

次は,あの３時の方向にいる若いカモメです．どうでしょうか？

では４０メートルの人？５０メートルの人？６０メートル？７０メートル？８０メートル？

それ以上の人？距離計で測ったところ６０メートルでした．もう１回試してみてください．

６０と５０は少しの違いに思えますが,ゾーン分けしたときに違う区分になってしまいます．

そこは重要なポイントです．

1２
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余司再三

距離を測るときの注意点として,必ず船が進む方向に対して９０度の方向で測ってください．

それがゾーンを決めるときの距離になります．斜めになっているとゾーンがゆがんでしま

います．

あのブイですが,いま３７０メートルでした．今その値に近かった人はいますか？一般的に大

きいものだと近くに見えて,小さい鳥は遠くに見えます．ちょっと船止めててもらえます

か？それではここで船の立つ位置を変えてみます．高さが違うと見え方がどう違ってくる

かを体験してみてください．

＝＝－万一

新妻：もう一度やります．あの烏は今何メートルのところにいますか？

３０メートル？４０メートル？５０メートル？６０メートル？…・今距離計で計りましたら'４６

メートルでした．皆さんどうでしたか？

今８ノットで走っています．あのブイですけど,今３５０メートルぐらいです．試してみてく

ださい．今２４０メートルになってます．
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■ぷｰ守瓦ｍＬ毎

使用船名：金原丸小型兼用船（旅客船）

長さ11.98ｍ総トン数９．７ｔ

最大回転数2250rpm最高速度２０ノット巡航速度１５ノット

１３
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あそこの９時から１０時方向に見えるカモメを測ってみてください．１００メートル以内と判

断した人は？いませんか？120,130…・・150,それ以上の人？答えは１４５メートルでした．

船が進んでいると,斜め前方で浮いている烏の距離と,直角の位置にきた時との距離が変わ

ってきます．ゾーニングするときに間違いやすいので,よく距離感をつかんでください．立

つ位置ですが,高い位置（1.8メートル）と低い位置（0.5メートル）を移動して訓練を繰り
返してください．



新妻靖章氏

8:１０鳥羽丸に乗船伊良湖港出発

水面から足元のまでの距離約５．６メートル速度約１５ノット

事前に各人自分の計測値を方程式に当てはめ,スティックを作成しました．

３人一組のグループ分けの後,観察者２人,記録係に役割を分担し,適宜役割を変わり,満遍な
く体験できるようにしました．

調査項目は各人時刻,種名,個体数,洋上に浮かぶ烏に関しては５０メートルまで,100メートル

まで,200メートルまでの三つにゾーニングしたものをそれぞれ記録しました．また飛翻烏

はスナップショットを２分おきの定刻に実施するほか,定刻外のものも記録．その他に関し

ては備考柵へ記録しました．

スナップショットは２００メートル×200メートルの枠内を記録．定刻一分前,３０秒前,１５秒

前の告知と,１０秒前からの秒読み,定刻時間の読み上げを行いました．
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３月４日海鳥の洋上調査ワークシヨツプ検討会

司会：昨日と今日の実習で感想や質問を挙げていってほしいと思います．

質問者：トランセクトを実施するときは自分から船に対して直角にラインを引いてそこを

通過する烏をカウント,スナップシヨットは真横から前方に掛けて２００両四方をカウント

していたが良かったのでしょうか．

新妻：トランゼクトの場合長方形を作りそこにいるものをカウントするという考え方．実

際の作業の時遠くに長方形を作ったとすると,遠くの烏,一ｷﾛ先の鳥まで識別できないと思

います．どれくらい近つけば烏を観察できるかはその人の技術的な問題がある．基本的に

通り過ぎたときに数える,前方にいた鳥が自分の前に到達したときにはいなくなっているか

もしれない．そういう数え方をすると過小評価になってしまうこともあります．実際の長

方形の中にはいたものが数えられていないことがあると思います．

質問者：私達のやっていたやり方だと理論上はずっとスナップショットをやっているのと

同じ状況だったと思うのですが,それで抑えることは出来るでしょうか．

質問者：スナップショットは二分おきにやっていました．今回はそれ以外の鳥も拾いまし

た（カウント)．二分おきにしか拾わないということは,どうなのでしょうか．

新妻：トランゼクトはあくまでも浮いている鳥だけを数えます．その時は船に対して直角

のラインを通過する烏に関して数える．トランゼクトの中にいた烏は船が進むといなく･な

ってしまう．遠くの烏まで数えることは出来ないが有る程度の範囲の中の烏は通過する前

に数えなければいけません．

質問:５０メートル,'００メートルは分かるが,ずっと先に関してはどのゾーンになるかがとて

も難しいのですが．

新妻：だからこそ昨日から距離感の勉強に力を入れたのです．例えば正方形を作ると斜め

４５度の大体３００メートル先を２００メートルにいれるといったこと・そういう距離感

を養わないと実際にゾーン分けが出来ません．
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1７

質問者：昨日のトムさんのお話では,船のスピードと見える距離を自分で考えて,ゾーン分け

をしろというお話だったと思います．

新妻：飛んでいる烏をトランゼクトに対してどう扱うかという問題があります．おそらく

スナップショットで引っかかってこなかった鳥の問題があるのではないでしょうか．

距離感の問題として２００メートルのトランセクトをきめて５０メートル,100メートル,200

メートルとゾーンわけをするが,船に対して垂直な位置に鳥がいる場合は,自分の位置から

のゾーンが判断しやすいが,たとえば２００メートルのゾーン内にはいる鳥が,斜め前方４５度

の場合には自分の位置から３２８メートル先にいることになります.また斜め３０度前方のも

のは１７０メートル先のものでも１００メートルのゾーン内に入ることになります．その様な

距離感をつかまなければならないのです．スティックメソッドはかなり有効的に使わない

といけません．だからこそ距離感をつかむ練習を繰り返しやる必要があるのだと思います．

今後はスティックメソッドを使い解決していかなければならないと思います．

次にスナップショットトランゼクトの組み合わせについてです．要するに全部出来ればよ

いのです．船が早いと,今日ぐらいの烏の数だったらスナップショットで範囲２００メートル

だとすると計算上40秒に一回この四角を数えていけばすべてのものがカバーできます．も

っと鳥の数が多かったら４０秒の間に出た烏を書き留めるということは難しくなってくるの

で,その場合は四角を一個おきにするか,二個飛ばしにするかです．その飛ばした四角をどう

するかは,正確に決めようとするならば,理想的な状況で取ったものと一個おきでデータと

をつき合わせてどれくらいの違いがあるのかの補正式を作らなければいけないはずです．

理想的な状況としてどちらを選ぶかあるいはもっと頻度を少なくするかです．今の時点で

はわかりません.将来研究者が簡易的な方法を考えなければいけないと思います．現実的

に対応できる時間として,今回は２分に一回としました．このフェリーでは２００メートルに

４０秒一回やらなくてはいけないでしょう．ここは感覚的なことになるが観察者の技術とし

て最小でも一分間隔でないとスナップシヨットは出来ないのではないかと考えました.５分

間隔であれば長すぎるであろう,３分ぐらいでもその許容範囲の最大であるということを,ト

ムさんと一緒に判断し,今回は２分に一回を割り出しました．今回,飛ばしている四角を飛ん

でいる鳥が多かったです』そうすると今日やった２分というのは間隔としては長すぎるだ

ろうと思います．和が少なかったので今日の様なケースであれば１分に一回の方が良いと

思います．今後何らかの方法で解決していかなければならないはずです．

質問者：４０秒に一回スナップショットをやらなければいけないのに,２分間に一回となると

二つ飛ばしでやっているということになるのですね．

新妻：大体そういうことになります．

バンペルト：皆さん質問事項は出きっていますでしょうか．細かい質問があれば言ってく

ださい．時間の間隔,ゾーニングについては大体理解していただけでしょうか？海上で飛ん

でいる鳥は見られたと思うのですが,実際にスナップショットでカウントした鳥はそれほど

なかったと思います．そのあたりで疑問があれば言ってください．なぜ私たちがスナップ



ショットを使うのかクリアになっていますか？

質問者:出現した個体が比較的長い時間確認できるものもいれば,ウミスズメの様に１０秒た

らずで見えなくなってしまうものもいる．連続観察時間が少ないものはスナップショット

では引っかからないと思います．

バンペルト：それは事実です．ただ一つの例として説明してみます．なぜスナップショッ

トメソッドを使うかを説明します．

1.Ｊ

型

船は矢印の方向に進んでいます．風が矢印の方に向かって吹いている場合,船の方に向かっ

て飛んでくる烏が多くなってきます．そうするとカウントされる鳥の数は多くなってきま

す.風向きが追い風になった場合烏は船を追い抜かない可能性もあるのでｶｳﾝﾄされる

烏の数は少なくなってきます．－つ決められた方法を使うというのはとても重要だと思い

ます．ウミスズメをゾーン外で見たときに,これをデータに入れたいという気持ちはわかる

が,スナップショットという決められた技法を正しく使い,実際にゾーンに入っているかい

ないかを確認する事が重要である．そうしない限り実際には入っていない数まで多く見積

もってしまい,データとしては正確ではなくなってしまう．確かに今日はじめてスナップシ

ョットを体験してもらった人には大変に困惑しているのではないかと思われるのですが,沢

山の調査をした人にとっても難しい手法なのです．この方法には経験というものが必要に

なってきます．反復することによって疑問がなくなってくるでしょう．実に良い質問が出

ています．アラスカではほとんどの人が何でスナップショットをやらなければいけないの

かという疑問を持たずにスナップショットをやっています．ですから逆に質問をして理解

しようと思っていることはアメリカよりは進んでいると思います．それと非難することや

問題点を見つけるということはとても重要なことです．今日は水に浮かんでいる鳥は少な

く,飛んでいる鳥が多かったので,もう少しスナップショットの間隔を縮めるのは可能だと

思います。もし今回の様にスナップショット以外の時間に飛んでいる烏が多い場合は,別の

データとして記録を残すことも良いと思います．私もアラスカではその様にしています．

スナップショットのデータのほかにオプションで,古典的な手法によるデータ,典型的な継

続的なカウントを分けて分析しています．

又，今日はゾーン分けした内のゾーン１（船から５０メートル以内）の烏が少なかったこ

とに気付きました．トランゼクションに関してですが,この方法は船の先端部分に立って調

1８



1９

査する方法です．今回の様に船の横の位置に立っている様な場合は,先端付近にいた烏を見

逃す可能'性が非常に大きいので,今回ゾーン１での鳥の確認数が少なかったというのは,立ち

位置によるものだったのかもしれません．また私が想像するには,船が動いている影響でゾ

ーン１の鳥が押し出されてしまって,烏が確認できなかったのかも知れません．鳥の数とゾ

ーンをグラフにすると昨日はこんな感じ（点線ゾーン３に向けて下がる）でゾーン３の烏

を調査者が見落としていると科学者がデー″を分析するでしょう（実際の鳥は横点線)．

もし今日の様にゾーン１とゾーン３で実際にはいた鳥が確認されず,とられたデータを基に
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して,実際の数を割り出すということは可能だと思う．例えばこの様に立ち位置に制限があ

る場合には理想的な状況とはいえませんが,こういった方法をとるのは最良でしょう．２００

メートルまでのゾーンというのは最良だと思われます．それ以上だと鳥が確認しにくくな

ります．今回の様に船が洋上の鳥を遠くに押しやっているような状況がありますが,ゾーン

分けをして正しいデータを分析する事が必要です．例えば４つのゾーンを作るという方法

もあります．

質問者：日本では調査船で調査できない状況にあります．フェリーや民間の船で調査を行

う場合には,その調査のデータを何らかの方法で補正していく必要があるということになる

のでしょうか．

バンペルト：例えばこのような問題を抱えていた場合,どのデータを生かすかは大変に複雑

です．完成されたソフトウエアを科学者が扱うことになります．重要なことはゾーンごと

にデータをとっていれば,データ分析が可能であるということです．もしゾーン分けしてい

なければ,こういったことは出来ません．

質問者：とにかくゾーン分けして調査データをとることが必要そうですね．

バンペルト：こういった問題の解決にはとても時間がかかります．科学者も大変多くの時

間を費やすでしょう．科学者が準備段階から参加しなければなりません．シンプルな方法

を見つけなけて,終わらせなければなりません．ゾーン分けして集めたデータは固まったデ

ータですのでデータの解析が可能です．スナップショットの場合は違います．スナップシ

ョットの断片的なデータですので,スナップショットだけやっているとデータを失うという

ことになります．私は沢山の金を費やして,調査船で海鳥の調査を行っていますので,フェリ



－で実際に出来るかどうかは不安がありました．今回やってみて,お金を掛けないフェリー

での調査はとても良いアイディアで,科学的ではないかと思いました．そして良い可能性を

秘めているのではないかと思いました．ここには長い間フェリーを使って調査をしている

方がいらつしやるようですので,何かもっと質問があればどうぞ、今までやられていた調査

方法があって,新しい手法として今日実施した方法があるので,これをどう組み合わせてい

くかが大切です．

司会：調査方法,日本とアメリカの違いなどデータの扱いなどが挙げられましたが,質問がま

だあればどうぞ、

質問者：トムさんのおつしやていることは大体理解できました．日本のフェリーに生かし

てそのまま使えるかということだと思います．何か研究する場合でもそのためにデータを

そろえないと数値を入れられないであろうし,おそらく船の大きさが変わると数値が変わっ

たりということになるでしょう．もっとこれから国内でサーヴェイしていく上で,私たちが

出来る方法を確立していかなければいけないと思うのですが,この方法をそのまま使うのか，

何か新しいことを考えていくのでしょうか．

新妻：新しい方法を考える必要はないと思います．技術の高い人は最も理想的な条件の方

法を使えばいいと思います．技術の劣る人は,スナップショットができないなら,それをしな

いでカウントすればいいと思います．そのときに重要なのは,どの方法に基づいてとられた

データなのかという事をはっきりさせておくことです．フェリーに乗って調査する場合同

じ技術を持った人が調査をするのではないので方法だけを明確にしておく必要があります．

最終的にどういう方法で修正を掛ければよいのか今分かりませんが,きちんとやればきちん

と修正が出来るということです．それが一番無理のない方法だと思います．本当は楽しみ

で烏を見たいと思っているのに,難しい事を要求されたりすると楽しくないのではないでし

ょうか．自分の技術に応じていくつかの段階を選べばよいと思います．

司会：どの方法でやったかということをはっきりさせておくことと,ゾーン分けが重要だと

いうことのようですね．

新妻：最低限やってほしいことはあるということです．最低限ゾーンに分けて鳥を数えて

ほしい．それ以上の技術に関してはその人の技術に応じるということになるのだと思いま

す．せっかくこの方法を学んだのですから,このワークシヨップに参加されたかたがは最低

限ゾーン分けをした調査にチャレンジしてほしいと思います．

質問者：今回は二分おきでスナップショットをやりましたが,これからフェリーでやるとき

どれくらいのインターバルでやるのかが,重要なポイントになってくるのではないかと思い

ます．２分おき,３分おきの様にインターバルが違ったり,船の速度が違う場合の比較の補正

方法というのはありますか．

新妻：それは科学者の方の仕事になります．スナップシヨットを２分おきにとった,３分お

きにとったという記録をつけておく事が必要です．

質問者：今までスナップショットとトランゼクトをごちや混ぜに考えていたのだと思いま
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した．今日のお話を聞いてみるとjゾーンの方が主でスナップショットの方がおまけの様な

気がしたのですが…・・

通訳：昨日お伝えしたかと思いますが,基本的にはゾーニングがメインです．スナップショ

ットというのは,もしゾーニングだけで鳥が沢山飛んできたときにどうするのかという問題

が出たときに,スナップショットとゾーニングするトランゼクシヨンメソッドを組み合わせ

ることによって飛んでいる鳥にも対応できるということです．メインであるゾーニングの

一部のやり方ということになります．

新妻：恐らく飛んでいる鳥と海にいる鳥の違いというのは,海に浮いている烏はそこで餌を

食べているなど重要な場所でもあることからゾーンが基本になるのではないかと思ってい

ます．

質問者：そうなるとカモメ類などそこにいて時々 飛んだりしているような場合は,たまたま
飛んでいるのも含めるのでしょうが

新妻：ただ通過するのではなく,そこで餌をついばんでいるのだと経験的に判断するしかな

いのではないでしょうか．

司会：今質問を聞いてみると,体験したからこそ色々 な疑問が出てきたようですね．考え方

もやり方も一ランク上に上がったのではないでしょうか．

質問者：先ほどの採餌行動に直結するようなものだったら,ゾーニングのデータとして取る
と言うことで良いのでしょうか．

新妻：良いと思います．

岩島：各々の鳥の特有な採餌行動があると思うのですが．

新妻：それも経験的にと言う事になると思います．

バンペルト：鳥が餌をとっている場合にはそれをデータとして残しておく必要があります．

同じところにその鳥がいた場合は,ただその鳥がいたとしても餌を取っていると可能性があ

るので,情報は記録しておきます．例えば今日の様に１０００メートル先にいた鳥の群れな
ど特別の情報は記録しておく必要があります．

新妻：例えば座っている鳥が必ずしもそこで餌を食べているということを確定するのは難
しいかもしれませんが,鳥に応じて経験的に判断していき,ゾーニングで座っている鳥を数

える事が重要．それがメインにあって,さらに飛んでいる鳥を組み合わせていくということ
になると思う．

質問者：コアジサシとかアジサシがホバリングして採餌行動にはいりますが,それはゾーニ
ングに入れるのでしょうか．

新妻：極端な話しそうなってくるでしょう．

バンペルト：とても良い質問です．種によって行動は変わってきます．アジサシ,ウミツバ
メもそうです．今日は飛んでいる又は海上浮いている鳥を記録しましたが,餌をとっている

という行動をカテゴリーに加えて記録しておけば,次からその行動から判断できるという要
因になります．とても良い質問で,重要なことです．



質問者：もう一度整理させてください．ゾーニングでは,海鳥が採餌など生活の場としてそ

こにいるという情報をとることであり,重要なこと．スナップショットはそれを補足的に,い
ましたというデータを取るということで良いのですよね．

通訳：そういうことになります．

司会：今日取ったデータをどうするかということと,これからの事を話せたらと思います．

新妻：今回このような講習会に参加していただきありがとうございました．講習会をやっ

たからといっておしまいではなく,これからせっかく学んだものを基にどちらかの航路でデ

ータをとってほしいと思いますし,皆さんもそれを楽しみにしてもらいたいと思います．と

ったデータがどうなるとかという話です．個人の趣味としてデータを蓄積していくだけな

のか,例えばナホトカ号重油流出事故などがあった時に役立てるのか,それだったら自分の

データを提供してもいいとか色々 とあると思います．日本海烏グループでは,まだ公開でき

ていない所もありますが海鳥コロニーデータベースを作成しています．それは繁殖地がど

こにあるのかという情報です．それに加えて洋上のコロニーデータベースを作るという作

業を立ち上げています．今回学んだ方法で取った情報を提供してもらえれば,データベース

の大きな輪が出来てくると思います．日本にはフェリー航路が無数にあります．調査船は

大きな船ですと一回１００万円程度のお金がかかります．調査船は理想的な状況で調査で

きますが,日本全域をカヴァーできないし莫大なお金が掛かります．航路で洋上のデータを

集めていけば,日本周辺の海鳥の分布が集まってくるはずです．それが更にナホトカ号事故

重油流出事故などの時に役立てるものを作るというのが,日本海鳥グループの最終目標にな

るかと思います．そういった面でデータの提供にご協力いただければと思います．一回だ

けやったからといって自分の技術が高くなるわけではありません．自分のやった方法が良

かったのかどうかを確認したいということがあると思います．そういう機会を作らなけれ

ばいけないと考えているので,これは決定ではありませんが,またこれよりは小さい規模に

はなりますが,何かしらの形でこのような講習会を開催したいと考えています．私は月に一

回,この伊勢湾の航路で調査をしています．もし一緒にデータをとりたいとか,方法を学びた
いという方は声をかけてください．

今回のデータのフォームはJEDICの事務局に送ります．そこから皆さんに提供してくださ

い．

司会：今後個人で取ったデータに関してはどうしたらよいでしょうか．

新妻：メールに添付してデータを送って下さい．私の方で管理してどうにか洋上のデータ

ベースを作りたいと思っています．どういう形にするかという具体的な案がないので,デー

タあげたのになぜ作ってくれないのかということもあるかともいますが,一年二年先までで

も少ないものでも作っていきたいと思っています．
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7heわ"Owjngjnわm7a伽、ａｎｄ的L"esa尼JaIeMyadapied伽mMna
Kamovsky1s2005pmiOcoルqSfudyof伽eauk(AIIeaIleﾉａｆｓｅａｄｊｓ師加加nsjn
尼ﾉa伽、わｗａねrmasses:Handbookわrmakjngseab"dobsen/a"onsaibsea.”

Condensedsummary◎fthe‘‘doweI，，ｏｒ‘‘stick,，methodformeasuring
9

distancefr◎mvesseIsduringatseabirdsurveyｓ

lnordertodeterminethesizeofthesurveyarea(fbrexample,howfar200
metersisonthewater),usethe"doweImethod,'，amodificationofthe
techniquesdeveIopedbyHeineman(1981)．

EachobserverwiIlneedtocreateadowelthatiscustomizedfOrboththe

obse『verandthevessel．

InthisexampIe,ｗｅ'IIcreateadoweIfOranobse『Ver１．５mtaII,withadistance
fTommid-shouldertｏｔｈｕｍｂｏｆＯ､６ｍ,standingaboardavesseIwithdistance
of5mfTomtheobse『versfeettothewaterline・Ｗｅ，IlcreatemarksfOr

measuringdistancesof300m,２００ｍ,andlOOmfromtheobserver．

NotethatthisdoweImethodrequiresavisibIe,openhorizon・Therefbrethe
methoddoesnotworkinencIosedharborsorinpoorweatherthatobscures
thehorizon．

MateriaIsneeded：

1.ｄｏｗｅＩ

２・measuringtape
3､caIculator

4・caIipersorruIer
５.ｐｅｎｔｏｍａｒｋｔｈｅｄｏｗｅＩ

InfOrmationneeded：

1.ｈ＝Heightfromthewatersurfacetotheobse『Ver，seye(inmeters;sumof
observerheightpIusdistancefromobseⅣe｢'sfeettovesseIwaterIine)．
2.1=TheobseIver，ｓａ｢mIength(inmeters;fTDmmid-shouIdertothumb)３
３.ｄｘ＝distancetomeasure(e､９．３００，，２００ｍ,and/orlOOm）
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Giventhats＝ｈ*Ｉ／d

dx＝distancefromship,inthiscase：

EＹＥ

dl＝１００m

d2＝200,

.3＝300ｍ

SoIvefOr：

slusingdl
s2usingd2
s3usingd3

｡栓
鏑蜂息繊

Let

S3＝300mmark

S2＝200mmark

S1＝１００ｍｍａｒｋ

BasedonthefbIIowingdiagram,caIcuIates：

０．０３９０ｍ

０．０１９５ｍ

０．０１３０ｍ

So,usingthefOrmuIaabove,fbrourobse『verwhois１．５meterstalI,with
shouIdertothumbdistanceofO､６ｍ,andWhoisstandingonavesselwitha
measurementof5metersfromhisfeettothewaterline：

１
２
３

Ｓ
Ｓ
Ｓ

＝（1.5+5)*(0.6/100）
＝（1.5+5)*(0.6/200）
＝（1.5+5)*(0.6/300）
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MarkthedistancesofsfromthetopofthedoweIusingaruIerorcalipersas
fOIIows：

Ｓ３

Ｓフ

S１

Touse:HoIddoweIsothatthetopofthedowelisIinedupwiththehorizon(arm
fullyextended)．NowtheSmarkswilIshowyouwherelO0,200,and300m
distancesareonthewaterSurface．

Reference：

Heineman,Ｄ、１９８１．ArangefinderfOrpeIagicbirdcensusing・
JournaIofWiIdIifeManagement45:489斗93.
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